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１．目的 

次世代大容量光メモリー技術の一つであるマイクロホログラム記録１）は，従来の光ディスクとの親和

性が高く有望な技術である．光メモリーにおいて媒体互換性を確保するためには，光学系の収差が再

生信号に与える影響を明確化する必要がある．マイクロホログラム記録においては球面収差の影響の

検討例２）があるが，本研究では他の収差を含めて再生信号への影響をシミュレーションにより定量的

に検討したので報告する． 

２．方法 

記録時には二つの記録用ビームを平面波展開し，全ての平面波の組み合わせにより形成される回折格

子の重ね合わせでマイクロホログラムを表した．再生時には再生用ビームを平面波展開し，全ての回

折格子と平面波の組み合わせにより回折される平面波の振幅を結合波理論３）により計算し，それらの

重ね合わせで回折光を表した．今回は記録用ビームには収差を与えず，再生用ビームには球面収差，

コマ収差，非点収差のいずれかを与えた．レーザーの波長は 405nm，対物レンズの開口数は 0.85，媒

体の屈折率は 1.5 とした． 

３．結果 

再生用ビームに与える収差の種類を変えて回折効率と収差

の関係を計算した結果を Fig. 1 に示す．横軸は RMS 波面収

差，縦軸は最大値で規格化した回折効率である．収差が増加

するに従って回折効率は低下し，回折効率が最大値の 80%に

低下する RMS 波面収差は，収差の種類によらず約 0.07λと

なることがわかった． 

４．考察 

従来の光ディスクにおいては，収差の許容値として一般にマ

レシャルの基準が適用されるが，マイクロホログラム記録に

おいても，回折効率の観点からは同じ基準を適用できることがわかった．今後は，再生信号の SN 比の

観点からの検討，記録用ビームに収差を与えた場合の検討などが必要である． 
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Fig. 1. Calculated diffraction efficiency
versus aberration characteristics.
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